
Ⅰ．はじめに

　筆者らは，これまでスギ林の林内雨圏の表層土壌の化学性につ

いて調査を行い，堆積有機物と表層土壌の交換性Ca含量は密接

に関係していること，また，林齢の増加とともにこれらの量も増

加する傾向があることを報告した（4，5）。

　本試験では，複層林の表層土壌の化学的特性を知るため，スギ

－スギ複層林（上木７５年生，下木２２年生）および隣接する１８年生

スギ林を対象に堆積有機物量，表層土壌のpH及び交換性Ca，Mg

について調査したので，その概要について報告する。

Ⅱ．材料と方法

　本試験地は北諸県郡三股町内の民有林である。調査地の標高は

５６０～５７０m，表層地質は砂岩，土壌型はBD，斜面方位はW，傾

斜度は５～８°の斜面である。複層林及び１８年生の両林分は元々

同一林分である。複層林は上木が５２年生時に下木のスギを直挿し

で３０００本 /ha の密度で植栽した林分であり，上木の ha 当りの立

木本数は２２７本 /ha であった。１８年生林は５６年生時に皆伐された

後，ha 当り３５００本で植栽した林分である。なお，調査時の両林分

の概要は表－１のとおりである。調査は両林分内に２２ｍ×２４ｍの

方形区を設けて行った。堆積有機物の採取は５０cm×５０cmの方形

枠を用い，それぞれ５箇所から採取し，乾燥後，スギとそれ以外

に分け，さらにスギについては葉，枝，その他に分画して重量を

測定した。供試土壌については堆積有機物を採取した箇所で，表

層から３０cmまで，１０cm毎に採取し，その一部を分析用試料とし

た。pHはガラス電極法，交換性塩基（Ca，Mg）は原子吸光法に

よって測定を行った（2）。

Ⅲ．結果と考察

　１．堆積有機物

　１ｍ２当りの堆積有機物重は複層林で１３０６．４ｇ，１８年生林で

９０９．５ｇで，ha 当りに換算するとそれぞれ１３．０ton，９．１ton で

あった（図－１）。澤田ら（8）の試験結果に比べ両林分とも少

ない傾向がみられた。王ら（6）は林分閉鎖が完全に終了してい

ないと落葉落枝量の供給は少ないとしている。本試験でも上木の

立木本数が少なく，また，下木も同一地域の同齢の造林地の成長

（樹高：９～１２m，胸高直径：１５～２０cm）と比較し小さく，閉鎖

状態に達していなかったために落葉落枝の土壌への供給が少な

かったものと考えられる。また，針葉の全重に対する割合は複層

林で４６．６%，１８年生林で６９．８％，同様に枝はそれぞれ４８．１%，

２９．６%であり，複層林では枝の，１８年生林では針葉の割合が高

かった。なお，１８年生林で針葉の割合が高かったのは前年に１回

目の間伐が行われ，林内に伐採木の一部が放置されたためと思わ

れる。

　２．表層土壌の pH（H２O）

　層位別のpHの平均値を図－２に示した。複層林では０～１０cm

部位で５．８±０．３，１０～２０cm部位で５．６±０．１，２０～３０cm部位で

５．６±０．１で，同様に１８年生林では５．７±０．３，５．６±０．２，５．６±０．１

となった。表層でやや高いものの両試験区に差は認められなかっ

た。スギ林の場合，林齢の増加とともに pHは上昇するとされて

いる（1）が，本試験区のような上木本数の少ない複層林の場合

では，隣接する１８年生林と同様な値を示し，pHの上昇はみられ

なかった。

　３．交換性塩基

　層位別の交換性Ca及びMg含量の平均値を図－３，４に示した。

交換性Ca含量は複層林で７．２～１９．５meq ／１００g，１８年生林で６．２

～２２．９meq ／１００gとなり，下層ほど低い値となった。両試験区の
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層位ごとの比較では，０～１０cm部位では１８年生林が，その他の層

位では複層林がやや高い傾向がみられたが，有意な差は認められ

なかった。交換性Mg含量は複層林で０．６５～１．５９meq ／１００g，１８

年生林で０．６３～１．６０meq ／１００gとなり，交換性Caと同様，下層

ほど低く，また，試験区による差は認められなかった。スギ針葉

中にはCaなどの塩基を多く含むこと（3），また，酒井（7）は

ヒノキ・スギ混交林の堆積有機物の土壌への影響を調査し，スギ

針葉の割合が多くなると，土壌中の水溶性Ca，Mgは増加すると

しており，土壌中の塩基含量は堆積有機物中の針葉量に大きく影

響されると思われる。本試験では複層林で６０９±２５８g ／ｍ２，１８年

生林で６３５±２７４ｇ／ｍ２とほぼ同程度であり，両林分間の交換性

Ca，Mg含量に差がみられなかったものと考えられる。

　以上のことから，複層林とそれに隣接する１８年生林では，堆積

有機物全重は複層林がやや多い傾向がみられたものの，表層土壌

の pH値，交換性Ca，Mg含量に差は認められなかった。これは

堆積有機物中のスギ針葉の量が同程度であり，リターから供給さ

れる塩基に差がなかったことによると考えられた。今後，上木の

中，高密度の複層林の検討が必要と思われる。
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図－１．調査区別堆積有機物重

図－２．調査区の層位別 pH

図－３．調査区の層位別交換性Ca含量

図－４．調査区の層位別交換性Mg含量

表－１．試験地の概要

平均DBH
（cm）

平均H
（m）

立木本数
（本 /ha）

林齢
（年）

区

６３．７±５．７　２６．１±０．６　　２２７７５上木複層林
８．８±２．２６．１±１．０２８００２２下木
１８．４±２．５　１２．３±０．６　２２００１８１８年生


